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市花のつつじが鮮やかに咲き誇り、新緑もひときわ美しく、さわやかで過ごしやすい季節を迎

えました。4 月に迎えた新入生は、少しづつ中学校生活にも慣れ、大きな声であいさつができる
ようになりました。また、部活動の本入部も始まり、２，３年生は先輩としての言動に成長を感

じられる今日この頃です。今年のゴールデンウィークは、大型連休ですので、日ごろ忙しくして

いるみなさんですから、家庭でゆったり過ごし、家族とのコミュニケーションの時間も大切にし

てください。

【平成29年度 学校教育目標】

生きる力を育み、志を持った人間性豊かな生徒の育成
・基礎基本の定着を図り、自ら学び、考え、行動する力を育てるとともに、主体的に学習に

取り組む態度を養い、確かな学力を育む

・体験活動を通して、互いの人格と個性を尊重し支え合う、思いやりのある豊かな心を育む

・食育を推進し、活力に満ち気力の充実した、健やかな体を育む

【めざす学校像】

信頼と誇りの持てる学校
（１）知・徳・体の調和を図り、向上させる学校（生きる力の育成）

（２）美しい環境のもと、秩序と豊かな人間性を培う学校

（３）夢や目標に向かって、日々努力することのできる環境の整った学校

（４）地域に信頼され、地域を支え地域に支えられる学校

（５）生徒も職員も、ともに個性豊かに学び伸びる学校

【めざす生徒像】

いのち輝く生徒 『 み ずから な かよく み がきあう 南中生 』
「自主啓発」「人権尊重」「心身鍛練」

（１）思いやりや感謝の心をもち、礼儀正しい生徒

（２）積極的に学び、考え、判断し、行動できる生徒

（３）心身を鍛え、健康を追求する、活力のある生徒

（４）自分の言動に責任を持ち、けじめのある生徒

（５）南中生としての誇りを持ち、夢実現へ挑む生徒

【めざす教職員像】

感性豊かで人間力のある教職員
（１）使命感と情熱をもち、愛情をもって指導できる教職員

（２）授業力があり、丁寧な対応で学力をの向上させる教職員

（３）生徒とともに汗を流し、生徒とともに感動できる教職員

（４）実践的行動力がある教職員

（５）生徒・保護者や地域から信頼され協働する教職員

新年度を迎えた３年生の作文を紹介します。

【３年生になって】 ３年 ｆ・ｍ

私は、3 年生になってある達成したい目標ができました。それは、「最高学年としての自
覚を持ち、後輩に憧れられる先輩になる。」ということです。この目標を立てた主な理由は、

まだ自分には最高学年としての自覚が足りないのではないかと疑問に思うことが、何回かあ

ったからです。たとえば、課題が再提出になってしまったことや部活内でのゆるい雰囲気な

ど、私の周りの環境があまり変わっていないように強く感じたことです。だから、今からで

もまずは、自分の周りの環境作りをしていこうと思います。しっかりと最上級生、南中学校

の顔として自覚を持とうと思います。

もうひとつの理由は、今日から始まる仮入部などを含め、新 1 年生が入ってくるというこ
とです。私が 1 年生の時、何もわからない私に、何でも教えてくれた３年生の姿は、はっき
りと今でも覚えています。そんな先輩になる事が、その時からの私の夢でした。

必ず、夢を達成したいのでこの目標にしました。

：部活動の大会結果： （５月１日 現在)

《演劇部》アイフェス!! 2017 上田 一軒賞(演出賞)『鏡写しの日常』2年 ｋ・ｍ

《男子ソフトテニス部》 北摂中学校総合体育大会 優勝

《ソフトボール部》 全日本中学生「男女ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会」伊丹市予選 準優勝

《陸上部》 兵庫リレーカーニバル 男子 4位 女子 準決勝出場

《サッカー部》 春季大会 準優勝

：家庭学習のすすめ：
中学校の３年間は、学習、部活、行事をどれも精一杯頑張って欲しいと考えます。

思春期でもあり、心身ともに大きく成長するこの時期だからこそ、時間にけじめをつけて、集

中して取り組む習慣をつけることが重要です。すべては、中学校を卒業する出口で自分の進路

選択、進路実現につながるからです。

★ 『早寝 早起き 朝ごはん』の実践は、生活習慣を整え集中力、記憶力をアップします

★ 日々の家庭学習は、学年ﾌﾟﾗｽ１時間が目安です。（学習タイムプリント、ｉﾌﾟﾘの活用）

★ 土曜学習では、国語、理科、数学、英語のﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙな地域の先生方が教えてください

ます。夏休みには、「読書感想文の書き方講座」「理科の自由研究の取り組み方」、冬休

みには「百人一首大会必勝法講座」など、楽しく、ためになるイベントも予定されてい

ます。自主的にどんどん参加してください。

★ 毎日の朝読書習慣を家庭でも活かしてください。読書は、自分の世界を大きく広げてく

れます。たくさんの本にふれて人間力をアップさせましょう。本校の図書室は、宝箱で

す。君たちに読んでほしい本がたくさん用意され、活用したくなるような工夫がいっぱ

いです。どんどん活用してください。

：保護者の皆さまへ：
家庭訪問では、お忙しい中、ご協力ありがとうございました。学校やご家庭での情報交換を

する良い機会となりました。子どもの思いや保護者の皆さまの思いを受け止めながら、これか

らの学校生活の充実に活かしてまいります。


